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最勝光院とその所領備中国新見荘の領有権の変遷
  ――
  建春門院と宣陽門院の役割
  ――
 
田端泰子
　
備中国新見荘は南北朝期に後醍醐天皇によって京都の東寺に地頭職が寄進され、以後太閤検地に至るまで東
寺に年貢を貢納し続けた、東寺にとっては重要な荘園である。しかしこの新見荘の東寺への寄進以前の伝領関係については不明な点が多い。最勝光院という寺院の成立やその所領の成立はいつど ようにしてなされたのか、なぜ最勝光院領は東寺領となったのか、こうした問題について本稿では検討してみたい。　
従来の諸研究では、新見荘に関する東寺文書がほとんど南北朝期以後のものであるため、東寺領となる以前
の状況についてはごく簡単に触れられたにすぎない。例えば永原慶二は新見荘について「もと本家は最勝光院、領家は小槻家の荘園で、文永年間下地中分され南北朝期以降領家分は東寺領となった」とされ、 「正中三年
（一
三二六）
の最勝光院院務職施入当時、本荘の領家職は小槻家一族の内部で相論されていた。従って東寺は先ず
本家職のみを入手したわけであるが、元弘三年
（一三三三）
九月、後醍醐天皇は政権の恢復に際して、地頭職を
も東寺に寄進した」と述べ、以後東寺 領家職獲得に乗り出し、観応二年
（一三五一）
に領家職を奪回して本家
・領家職を併せ持つこと なった、とされた
）（
（
。これは永原慶二以下の新見荘研究者に共通する理解となってい
る。　
このように最勝光院領時代の新見荘については『東寺百合文書』 、 『東寺文書』からは殆ど明らかにする手段
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がない。そこで、最勝光院を建立した建春門院と東寺に多くの所領を寄進した宣陽門院を手がかりに、最勝光院領の成立の時点はいつであったのか、その中に新見荘は含まれていたのか、鎌倉期にはどのような姿となり、いつ東寺との関係が成立したのかを検討することにする。
一
　
鎌倉期の最勝光院領荘園
　
最勝光院執務職と最勝光院の所領が後醍醐天皇によって東寺に寄進されたのは嘉暦元年
（一三二六）
年の三月
のことであった。寄進に先立って作成されたのが「最勝光院領荘園目録
）（
（
」である。この荘園目録には播磨国桑
原荘以下二十の荘園名が見える。上下揖保・平井村をそれぞれ独 の荘園と数えると二十三荘となる。目録にはこれら 荘園の領家、兵士役、公事 記載されている。備中国新見荘は 含まれている。従って新見荘は東寺に寄進される以前 鎌倉末期にはすでに最勝光院領であったことが確定される。　
一三二六年以前、最勝光院領時代にその所領であった荘園は右の目録記載荘園二十三荘以外に三荘あり、そ
れは河内国茨田郡大和田
）（
（
、丹波国天田郡和久荘
）（
（
、それに周防国大島郡嶋末荘
）（
（
であるとされる
）（
（
。この三荘が最
勝光院領として『東寺文書』その他に現れるのは、大和田荘が鎌倉時代の初期、和久荘も鎌倉初期、嶋末承安四年
（一一七四）
である
）（
（
。院政期から鎌倉初期にかけてであることがわかる。
　
翻って荘園目録に記載された荘園のうち、塩田荘については『吾妻鏡』文治二年
（一一八六）
三月十二日条に
「最勝光院領
　
塩田荘」と明記されていることがわかる
）（
（
。塩田荘が鑑のこの部分に登場する理由は次の点に基
づく。 『吾妻鏡』のこの部分は、関東知行国のうちの下総・信濃・越後国内の荘園のうち、 「乃貢」未済の荘園を書き連ねたものであり、荘園領主と荘園名が国毎に記されている。塩田荘は信濃国内にあっ 最勝光院領で
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あるので、その名が登場したが、下総・越後には最勝光院領はなかったので、塩田荘のみここに記載されたのである。因みに関東知行国とは、鎌倉殿の知行国のことで、関東御分国とも言われ、国司
（実質的な国司の権限
は発揮されない名国司）
には源家の一族や有力御家人が任じられ、国衙領の貢祖が将軍家の収入・財源となった
国のこと 伊豆 相模、上総、下総、信濃、越後、武蔵、駿河、豊後の九ヵ国が鎌倉期の関東知行国であった。つまり、伊豆、相模など 頼朝旗揚げ以後源家と深い関係にあった国々、木曽義仲のかつての勢力範囲が知行 とされていることがわかる。　
この多くの未済荘園の領主で注目されるのは、八条院領、院御領、上西門院領、殿下御領、高松院領、二位
大納言家領など院、女院、摂関家、公家の所領 圧倒的に多く、三井寺や御室などの大寺とその末寺が散見されることである。もとも 公家政権方 荘園であったものが 関東知行国となった いう歴史に基づいてであろう、成立期の頼朝政権への年貢の貢納は はかばかしくは進まなかった事情が見えてくる。　
そのうちの塩田荘でも、貢租は他の女院領や寺領と同じく鎌倉殿の元へは納められていないが、明確に「最
勝光院領塩田荘」と書き載せられている点が注目される。建春門院 一一七六年に没して たが 後白河法皇は健在であったこの文治二年
（一一八六）
三月、院や女院、摂関家の所領や寺社領からは、九ヵ国が関東御分国
（ 『吾妻鏡』には「頼朝知行国々」とも記される）
となったからといって、すぐには関東へ年貢を納めるような状態
ではなかったことを示している。そのためこれら 国々については、以前の未進分を免除し この年から国々の「堪否」に従って納めさせるという現実路線を敷くに至っ
）（
（
。
　
このように鎌倉初期に最勝光院領が存在したこと、最勝光院領荘園は鎌倉末期まで寺領として存続し、南北
朝期の正中三年
（嘉暦元年・一三二六）
には二十三荘を数えるに至っていたことが明らかになる。
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二
　
最勝光院の建立
　
ここで目を最勝光院の建設時点に転じてみよう。最勝光院を設立したのは、建春門院平滋子である。滋子は
贈左大臣平時信と藤原顕頼の娘祐子との間に生まれた娘である。一一四二年の生まれで、異母姉妹に平清盛室時子、重盛室、宗盛室などがいる。滋 は時子より十六歳年下である。滋子は初め上西門院
（鳥羽の第二皇女・
璋子の娘）
の女房となり、 「小弁局」と呼ばれていた。このころ上西門院の弟である後白河天皇の寵愛を受けた
ので、後白河天皇の女御となり、一一六一年後白河天皇の皇子
（後の高倉天皇）
を産むことになる。やがて一一
六八年高倉天皇が八歳で即位すると 滋子は天皇の母として皇太后宮となる。翌年院号宣下され「建春門院」と称している。滋子二十八歳の時のこ である。その後滋子は平清盛の娘徳子が高倉天皇の中宮として入内するときに尽力し、また平氏一族と後白河天皇・上皇との間を取り持つことに務め、そのことを実行するために、政界に大 な影響力を発揮した。しかし最勝光院建立の三 一一七六年六月、重病のため院号などを辞退し、受戒する。病状は好転せず、七月、後白河上皇と共に暮らしていた法住寺殿で没している。三十五歳であった。　
滋子が最勝光院を建立したのは、承安三年
（一一七三）
のことである。最勝光院は、建春門院の「御願」とし
て後白河上皇と滋子が暮らす御所「法住寺殿」の南に付属して建設された。法住寺 もと藤原為光が九八八年に創建した寺で、その後焼亡したり再建され 歴史をもっていた。院政期のこ ころは後白河上皇 院御所として、院政の拠点となっていた建物である。 の内部は、現在の七条通りの東山に接した部分 思われる「七条末上御所」や、南殿 御所の他、東小御堂 不動堂などがあり、東南の山手には九間三面の千手観音
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堂があるという、広大な御所であった。このような広い法住寺殿の南の部分に最勝光院御堂を建春門院滋子は建立したのである。なお最勝光院の所在地については、京都市埋蔵文化財研究所 よると、発掘調査の結果、法住寺殿内の、現在の東山区本町通り、市立一橋小学校の校舎付近であったと推定されるという。ここからは、築地堀、大規模な堀、井戸などの遺構のほか、多くの金属製 荘厳具や瓦が発掘されており、激しい火災があったことも物語るとされる。法住寺殿内の南殿 西北側 は後白河上皇の御願寺で清盛が建立した蓮華王院があり、その蓮華王院の本体部分は現在の三十三間堂である。　
最勝光院は右に見たように建春門院滋子の御願寺として後白河上皇と滋子の住む広大な法住寺殿の南部分に
建立された。上棟は承安二年
（一一七二）
二月三日である。後白河院、建春門院のほか左大臣以下の公卿が列席
した。落慶供養は翌承安三年十月二十一日に高倉天皇も行幸して行われた。御堂 透渡殿などもある二階建で広庇が付いており、南門・中門などが設置されて た。建立にあたって、上棟の前年である承安元年の十一月一日、後白河上皇と建春門院は揃って宇治の平等院を訪れている。それは「殿辺」を営むためであったと『玉葉』 ・ 『百錬抄』は記している
）（1
（
。つまり最勝光院は藤原頼通の造営した平等院を手本に、建春門院の権威と財力
を投じて建立された御願寺で ったといえる。後白河上皇と建春門院 仲 良さ 当代の史料に見え 建春門院が亡くなる前の承安二年三月には有馬温泉に同行しており 建春門院 病に対し「非常赦」を実施している
）（（
（
。
　
また建春門院判官代を務める吉田経房は、その日記『吉記』の中で、承安三年に「鳥羽御堂等」を巡礼した
と記す。なぜなら最勝光院建立のために「不審の事」
（不明な点）
が多かったので、確認するためであったとい
う。平等院や鳥羽殿など当時の優れ 造物を見学した上で建立された最勝光院は 美麗・壮麗なものであった。障子絵や左右の廊の絵は藤原隆信が「人面」 、そ 他 絵師常磐光長
（後の土佐光長）
が描き、障子紙の
色紙形は建春門院の命で九条兼実が書い
た
）（1
（
。 『明月記』に「土木の壮麗荘厳之華美天下第一之仏閣也」と記さ
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れているので、最勝光院は院政期で最も壮麗な寺であったことがわかる。 『明月記』の作者藤原定家は「幼稚之昔」と自ら述べているが、実際には十二歳の年に最勝光院が創建されるありさまを見たと記す。 「築壇被引地」たこと、 「供養厳重」であったことを記している
）（1
（
。最勝光院
の内部には小御堂
（持仏堂）
もあり、後一一七八
年には塔も建てられた。　
ところが建春門院が一一七六年に没したあと、
鎌倉初期の嘉禄二年
（一二二六）
六月四日最勝光院は放火によって焼亡してしまう。 『明月記』には「惜しみて惜
しむべし、悲しみて悲しむべきのみ」と記され、南西の「諸門」は半分崩れ、塔だけが焼け残ったが、仏像以下は取り出すことが出来なかったとしてい
る
）（1
（
。翌安貞元年
（一二二七）
三月三日に再建上棟される
が
）（1
（
、どの程度
の再建であったのかは史料が くわからない。藤原定家は最勝光院建立以後焼亡までにも「権勢の近臣が寺領を貪り、一分の修理なく、仏聖燈油断絶し
）（1
（
」と記しているので、最勝光院は創建時の美麗さを次第に失いつつ
あったことがわかる。また焼亡した時点には、後白河上皇も既に一一九二年に亡くなっていたので、最勝光院の外護者は 世にはいなかった。そうした時点での焼亡は最勝光院の再建にとっては大きなマイナス要因となったで ろう。鎌倉初期 焼亡以来 鎌倉末まで 最勝光院の 厳しい受難時代であったといえる。　
焼亡から百年後の南北朝期の正中三年
（嘉暦元年・一三二六）
に、先述のように後醍醐天皇によって最勝光院の
院務職が東寺に寄進されると、東寺は最勝光院 行ってきた勤行を引き継ぎ、室町期には正月十四日に建春門
法住寺殿とその周辺
（京都市埋蔵文化財研究所提供）
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院の子である高倉院御忌を、七月八日に建春門院御忌を、八月十六日に寄進主体である後醍醐院御忌を、欠かすことなく勤め のである
）（1
（
。
　
この最勝光院院務
（執務）
職の東寺への寄進の背景には、宣陽門院が多くの荘園を東寺に寄進して、御願寺と
しての勤行を務めさせたという事実がある。この点 ついては後述する。
三
　
最勝光院領の成立
　
最勝光院の所領は寺院の建立時点ではどの程度であったのか、また焼亡による変化があったのかをここでは
検討する。　
先ず最勝光院が建立されたのは一一七三年 あったことを述べ 。この年落慶供養がなされたのであるが、
その時点での所領に関する記載はない。翌承安四年
（一一七四）
二月二六日条の『吉
記
）（1
（
』に吉田経房は「桧物荘、
嶋末荘、志比荘」を挙げてい 。 『吉記』の著者吉田経房は院政期の実務官僚である。蔵人・弁官・検非違使を勤める傍ら、院・女院にも仕え、建春門院判官代、後白河院別当、高倉院別当を務めた のち源頼朝にも近づくという院政期を生きた官僚中の典型的な人物であるが、その性格は貞潔で廉直であったと言われ いる。吉田経房が建春門院判官代であったことは 彼が建春門院や彼女が建立した最勝光 について 確かな知識を獲得していた 考えて良い。　
その『吉記』のこの日の条には「奏最勝光院御荘々事」とあるので、最勝光院領荘園について奏上したこと
がわかる。続い 「桧物荘、年貢壇供餅之外、可加進米三十石之由、有御定」 「嶋末荘事、仰云、弁済国庫官物可注進申之由、可仰泰経朝臣」 「志比荘事、不分
明
）（1
（
」とあるから、桧物荘以下の三荘園は最勝光院領であっ
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たことが確定できる。ではこの三荘のみが最勝光院領だったのであろうか。そうではなかろう。まず第一に三荘についての記載内容は後に書かれた 園ほど次第に簡略になっていることに気付く。そして第二にこの記事の直後 経房は「此外不遑記尽々々」と書き記しているからである。　
つまり最勝光院の所領である荘園を奏上したこの二月二十六日には、このあと、女院は昨年亡くなった
「姑」様
（後白河院の母待賢門院璋子の死は一一四五年八月のことであったので、ここに記された姑は建春門院の実母を指
すのであろうか）
の喪が明ける行事「除服」のため法住寺殿へ「御船」で出かけられたので、経房はその準備と、
除服の式典が終わった後は、後片付けまで行わねばならなかったため、その行事の執行で頭はいっぱいであった様子が「吉記」の記載内容から伺える。そのため、女院 出席する除服の執行以前にあった最勝光院領諸荘園についての記載は、 「いとまがなく全てを記すことができない」と走り書きをしたも と解釈す 。　
最勝光院の建立時には多くの財が必要であっただろう。一旦建ってしまえば維持管理 荘園からの貢納物は
必要であるが、創建時ほどではな はずである。したがって私見 正中二年 「最勝光院領荘園目録」に記載されている荘園は、最勝光院敷地跡である柳原を除いて、二三荘中のほとんどが最勝光院建設時に寺領となっていたものと考える。その中に嶋末荘は含まれていなかっ 、 『吉記』の右の記述にあるよう この荘園は天皇に奏上された三 の一つという最も古くから最勝光院領荘園であったの 、一節で べ 二六荘 ほとんど 、最勝光院建立時にそ 荘園 なった であろうと推測す　
しかし例外的に最勝光院建設時には寺領荘園とはなっていなかったが、後に最勝光院の所領となったものも
あることがわかった。それは松
まつらしよう
浦荘である。
　
肥前国松浦荘について検討すると、この荘園は現在の佐賀県唐津市付近にあった大荘園で、 『東寺百合文書
サ』の「後白河院庁下文」に来歴が記されていること わかる。当荘 初め前筑前守大江国兼の私領であっ
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ので、子息国通が相伝した。その後保延五年
（一一三九）
ごろ鳥羽院庁下文を申請して別府として立券もなされ、
領掌されてきた。そののちは女子大江氏が三代にわたって相伝し、縁あって平政子が調度文書と共に譲得したという。政子の代に「御勢を募らんがため」去る安元元年
（一一七五）
建春門院庁に寄進したところ、建春門院
領は「不輸」と為すとの院宣をもらい、国役も免除された。ところが寄進の翌年建春門院が没したので、再び最勝光院に寄進したとある。治承二年
（一一七八）
政子は預所職となることが後白河院庁下文で認められている。
こうした歴史を踏まえて、平政子の解状とその後に出された建春門院庁下文に基づき、松浦荘は最勝光院の領掌する荘園であることが、治承二年
（一一七八）
年の「後白河院庁下文」によって確認されたのである。この年
は鹿ヶ谷事件の翌年で、後白河上皇は健在であった。　
この松浦荘の相伝と寄進の経緯から、建春門院には女院庁があり、最勝光院領となった荘園以外に多くの荘
園が寄進されて集まってきていたらしいこと、女院の死後はそうし 荘園 女院の御願寺である最勝光院に改めて寄進しなおされたことが判明する。正中二年の「最勝光院領荘園目録」やその外 合計二六荘中には、松浦荘のように、建春門院領とし 出発し ち最勝光 領となったものもあったことが かる。　
松浦荘はその後後白河法皇からその孫で高倉上皇の子息後鳥羽天皇に譲られ、承久の乱で後鳥羽上皇方が敗
北したので、幕府によって没収されたが、その後返還されたようで、建長三年
（一二五一）
ころの「宣陽門院所
領目
録
）11
（
」に「肥前国松浦荘
　
三位局」
（ 「島田文書」 ・ 『鎌倉遺文』三二七四号）
とあるので、後白河院の娘で高階栄
子を母とする宣陽門院 所領となったが、女院 一二五二年に亡くなった めであろう、文永七年
（一二七〇）
以前に再び最勝光院領にもどっていること 「目録」 記載でわかる。目録 松浦荘の部分 は、 「文永七年以来事を蒙古人に寄せ、全分所済なし 但し弘安三年十五寬文之 済す」などとあるからである。　
つまり、松浦荘は建春門院に寄進されたが、その死後御願寺最勝光院に寄進しなおされ、生存中の後白河院
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の保護を受け、院庁下文で寺領であることが確認されたことがわかった。その後後白河上皇の所領はその孫後鳥羽上皇に伝えられたため、承久の乱の影響で、鎌倉期には没収された時期もあったが、後白河上皇の娘宣陽門院の所領として復活し、再び最勝光院領として鎌倉期のうちにその寺領となり、 まま鎌倉末まで存続し続けていたことがわかった。このように後白河院の強大な権力は死後にも影響力を持ち、その笠の中に最勝光院があったことが、鎌倉期にも院権力に守られている御願寺領荘園としての意識を甦らせ 正中 「目録」の外に三荘もの荘園を含ませ合計二六荘を数えた理由であったと思う。　
次に宣陽門院と東寺との関係がいつから生じたのかをみると、後白河上皇の娘宣陽門院は寛元元年
（一二四三
年）
、その令旨をもって、 「御霊夢」があったからとの理由で、備前国鳥取荘の年貢を東寺御影堂に寄進してい
ることがわかる
）1（
（
。宣陽門院は一一八一年生まれであるので、この年六十三歳である。このほか弓削島荘、平野
殿荘、太良荘、新勅旨田などを東寺に寄進 た
）11
（
。宣陽門院はこのように自らの意志で多くの所領を東寺に寄進
していたことが知られ 。そして宣陽門院 死後、忌日の結縁灌頂用途として周防秋穂二嶋荘が 深草上皇によって東寺西院に寄せ ており
）11
（
、秋穂二嶋荘は「宣陽門院所領目録」中に見える荘園なので、宣陽門院の死
後その多くの所領を引き継いだ後深草上皇が、宣陽門院の忌日用途として荘園を東寺に寄進したことがわかる。このように、建春門院の御願寺最勝光 は、女院死後寺自体は衰 り 火災に遭い、再建されたりと、浮沈を続けたが、建春門院の死後はその夫・ 白河院 保護 受け、次いで後白河院の娘宣陽門院が東寺に「長日愛染王法」を修したり、結縁灌頂を行 せたりした縁で、最勝光院執務職が東寺に付され、最勝光 領も東寺領に編入されることとなったことが判明した。　
このように最勝光院とその所領は創建時に建春門院の、その死後は後白河院とその娘宣陽門院 保護により
鎌倉期という武家政権からの侵略が厳しくなった時期に、守られ きたことがわかった。いっぽう宣陽門 は
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東寺に対しても多くの荘園を寄進し、その外護者となっていたのであり、後白河院から受け継いだ長講堂領を後深草院 譲る以外に、自らの意志で、東寺に多くの所領を寄進したことが明らかになった。こうして最勝光院領は宣陽門院と関係の深い東寺の手に渡る基礎が、文永から正中という鎌倉後半期 作り上げられたのである。
四
　
最勝光院領備中国新見荘の成立
　
では備中国新見荘が最勝光院領となったのはいつのことであろうか。確実な史料は正中の「目録」であるの
で、従来の論文では漠然と「鎌倉時代初期ころ」とされてきた。しかし鎌倉初期の承久三年
（一二二一）
十月の
官宣司と閏十月の六波羅執行状が残ってい こと 気づく。　
十月の「官宣
司
）11
（
」は左弁官から備中国に下された宣司で、 「最勝光院領当国新見荘」に対して「兵粮米の責
めと守護所が自由下知に及ぶこと、恣に地頭と号して領家の使を用いず、最勝光院領新見荘を押領することを停止すべし」という内容である。 の官宣司を見ると、この年「夏比」
（五月ごろ以後）
の承久の乱によって、
神社仏事の用途が闕退し、権門勢家の所領も進止 叶わなくなった で、 「備前・備中」二ヵ国を武士に与える代わりに、諸国に懸けていた「三升米」の濫責を停止したこ が記されている。し がって諸荘園は承久の兵乱で武士からの押妨を受 たこと、中でも備中国は鎌倉幕府方に与えられた知行国となっていたこと しかし新見荘は最勝光院領として認識されている荘園 あったことがわかる。文治二年
（一一八六）
に相模・武蔵・
伊豆などが「頼朝知行国」 なって が思い起こされる。承久の乱の地方への影響は、 両国にとっては武士の荘園侵略を容認する突破口 なってしまったという意義をもつ とになった。　
官宣司が出されたのち十三日目の閏十月十二日、 「六波羅施行
状
）11
（
」が出される。六波羅探題初代の北条泰時
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と時房から備中国守護所に宛てて出された文書である。その内容は、右の宣司と「関東御下知状」に任せて、兵糧米の責めと守護所が自由下知を以て恣に地頭を補し、領家 使を用いず、 「最勝光院領備中国新見荘」を押領することを停止すべし、というものであった。そしてこの施行状に添えられたのが十月の宣司であった。十月の宣司を受けて、 「所々での狼藉を停止すべし」との関東下知状も出されたとある。両文書に任せて幕府は濫妨停止と「前下司康仲同子息頼仲」等の身を召し進むべきことも先に下知したとあるので、幕府は備中国内での武士の濫妨を停止させようとしていたことがわかる。また新見荘には承久の乱時、下司として康仲・頼仲がいたこともわかる。そしてなによりも重要なのは、承久の乱後も は最勝光院領であったことが、これら二通の文書によって証明されるこ である。　
新見荘の下司を称する康仲・子息頼仲は、新見荘を押領する行為を続けていた武士であることが判明する。
その行為に対して幕府は押領停止、守護 地頭設置を禁じて ることが、この施行状から明らかになる。鎌倉幕府は最勝光院の本家としての権限を承認しているの したがっ 承久の変後、後鳥羽・順徳・土御門の三上皇が流罪に処され
（七月）
、京方の公家や武士の所領が没収された
（八月）
あとのこの時期に、新見荘は「最
勝光院領」であると認識 、幕府から武士の違乱が停止させられ る 重要であろう。つまり、の乱後の一二二一年閏十月には、新見荘は武士 押妨 たという歴史を持ちつつも、最勝光院領荘園として改めて幕府に承認された荘園であったといえる。　
では新見荘が初めて最勝光院領となったのはいつのことであろうか。そのこと 証明 確かな史料はない
が、ここまで述べてきた諸事実から考えて、滋子が最勝光院を建立した承安二年
（一一七二）
から三年にかけて
の時期であった可能性が最も高いと思う。承安四年
（一一七四）
二月の「最勝光院御荘々」の奏上時、その「荘
々」 中に含まれていたと考える。もしそ でなけ ば松浦荘 うに建春門院によって寄進され、女院 死
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後御願寺最勝光院に寄進されなおしたという歴史を持つ荘園だったのであろう。そして鎌倉幕府と後鳥羽上皇方の合戦となった承久の変でもその領有関係は揺るがず、変の直後、京方の公家や寺社の所領が によって没収されるという情勢の中でも、幕府は新見荘は最勝光院領であることを確認し、むしろ武士の違乱を禁じたのであった。特に武士の荘園侵略が激しく、 での下司の濫妨を初め して、備前・備中は関東の知行国とされざるをえないほど武士の侵略は激しかったにもかかわらず、新見荘を寺領荘園と て再確認していることは見逃せない。後白河法皇は一一九二年に亡くなっており、孫の後鳥羽上皇は承久の変で敗北したにもかかわらず、院や女院の荘園所有、彼ら 御願寺の領有権を鎌倉武家政権は否定することはできなかった事情が見えてくる。幕府は承久 変の勝利によって、新補地頭設置の権限は獲得したが 領有権 奪い取ることはできなかったのである。　
先述の肥前国松浦荘の場合はどうであったのだろうか。松浦荘も建春門院の死後最勝光院領として寄進され
たことを述べた。最勝光院領 後白河法皇からその孫後鳥羽天皇に譲られたよう あり、承久の乱後、幕府によって松浦荘もい ん没収されている。しかしその後の建長三年
（一二五一）
ごろの「宣陽門院所領目
録
）11
（
」に
は「肥前国
　
三位局」と見え、宣陽門院領として復活し、本家職は丹後局の娘で宣陽門院の姉妹である
女房三位局の所有となっていたこ がわかる。ここでも松浦荘が女院領として復活していたことにな 。松浦荘は前述のように鎌倉期の文永七年
（一二七〇）
以前に、最勝光院領となっている。しかし、現実には、領家に
出されるべき本年貢米五十石と綾被物一重、それら 代銭三十貫文は、文永七年ごろ は、 「全分無所済」という状況になっていた
）11
（
。鎌倉期後半には名目のみの御願寺領となりはじめていたのである。その理由は、松浦
西郷四一〇町、東郷三九八町余という広大な松浦荘に 幕府御家人石志氏
（松浦氏の一族）
がいて、 「石志文書」
によれば、石志村の地頭である石志氏は、松浦荘の「擬別当職」ついで「領家職」に補任されている
）11
（
。鎌倉期
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には後半になるほど在地の御家人の在地支配力が強くなり、最勝光院領としての実質は無くなったのであろう。　
このように松浦荘では鎌倉期の後半、最勝光院領としての実質を失っていくのだが、文永期まで院や女院、
そしてその御願寺最勝光院の所領として復活し、維持されていたことは見逃せない。　
以上述べてきたように、出発時点の状況は異なるが、新見荘は建春門院が最勝光院を建立した時点で、おそ
らく最勝光院領荘園の仲間入りをし、建春門院の死後は後白河法皇、宣陽門院などによって保護され、武士の侵略にさらされながらも、寺自体は衰微していたが、鎌倉末まで御願寺最勝光院の所領として確定しており、鎌倉最末期の正中三年
（一三二六）
、最勝光院の執務職が東寺に寄進されたことによって東寺領に編入されたと
考える。
五
　
東寺の領家職獲得
　
院政期から鎌倉、南北朝期の新見荘の状況を知るため 領家職がどのように相伝され、どう 東寺のも
のになったかに注目してみる。　
南北朝期に東寺以前に新見荘の領家職を所持していた は官務家小槻氏である。官長者小槻隆職は「開発領
主」大中臣孝正から相伝したものであると称している
）11
（
。隆職以後の小槻氏の相伝系図を左に示す。
　　　　 　　　　　　
淳方
大蔵卿局
信光
信親
隆職
国宗
通時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
彦枝
　　　　 　
有家
顕衡
統良
千宣
匡遠
兼治
　　 　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　
嗣保
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右の系図に見える大蔵卿局は坊門中将入道に嫁した女性で、子息二人
（法印信尊と侍従信親）
を生んだ人である。
大蔵卿局の嘉元三年
（一三〇五）
の譲状によると、新見荘の文書を信光がかすめ取ったが、新見荘は信尊に譲る
とあり、文書を取り返し、安堵の院宣をもらうようにと指示しており、翌四年の後宇多上皇院宣では大蔵卿局の譲に任せ知行相違あるべからずと、大蔵卿局からも 一人の子息と思われる法印信尊への譲与が保証されている。この信尊まで小槻家内部での相続は「五代相伝知行」とあるので
）11
（
、鎌倉期には小槻氏が新見荘の領家職
を所持していたことはまちがいなかろう。信尊はその後所持している新見荘西方の下地半分を中分してその下地
（具体的には利真名などの三名・浮田一町・仏事田四反・桂田四反）
を新見九郎貞直に契約したので、地頭方を知行
していた「地頭」新見氏の勢力が西方にも及ぶきっかけをつくることになった
）1（
（
。
　
この南北朝期に、右の小槻氏系図のうち左側に示した匡遠が新見氏の濫妨を訴え、光厳上皇院宣を得て小槻
氏が領家職を取り戻すという動きがあった
）11
（
。このように小槻家内部で領家職をめぐって対立があり、また最勝
光院院務職が東寺に寄付されたため、貞和年中いったん小槻家に領家職が返されたが、再び東寺に院務職が寄進されたので、領家職を相伝してき 小槻氏は領家職を持ち続けることをあきらめたようで、明徳元年
（一三
九一）
小槻兼治・嗣保・彦枝の父子三人は領家職を「悉く」寺家
（東寺）
に寄付するとの契約を結んだのであった
）11
（
。
　
こうして室町前期の明徳元年、最終的に新見荘の領家職は東寺の手に渡り、このとき小槻家は毎年一〇寛文
と京着漆の分一を受け取ることを契約した
）11
（
。しかし室町・戦国期になり、新見荘の年貢が皆納される年が次第
に少なくなるにつれ、小槻氏への年貢銭と漆の貢納も少なくなり、天文一九年
（一五五〇）
には漆二合が、永禄
二年
（一五五九）
分として翌年一一月に四百文がもたらされたが、以後東寺文書から小槻氏への本役は姿を消す
のである
）11
（
。
　
以上検討してきた『東寺百合文書』から、新見荘の領家職は鎌倉期小槻氏一族中で相伝されてきたが、室町
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前期の明徳元年、最勝光院の執務職を持つ東寺に最終的に寄進されたことが判明した。建春門院によって創建され、女院と後白河上皇の力で守られてきた最勝光院は、前述のように承久の変直後にも、宣旨と関東下知状によって新見荘の領主であることが認められていた。この文書の発給された 三年
（一二二一）
には下司がい
たことも同文書に示されている。 れら 事実から、新見荘は鎌倉期、本所最勝光院、領家小槻氏という態勢で存続し、文永八年
（一二七一）
ごろ下地中分がなされたので、東方は地頭知行となったが、西方は最勝光院領
新見荘として継承されたことになる。中分直後の建治元年
（一二七五）
に西方の漆の木の本数が調べられ、都合
三五八九本 いう多数であったことが記されている
）11
（
のは、西方の現状を把握するための作業に他ならないと思
う。最勝光院が焼亡 翌年再建上棟 たとされる嘉禄二年
（一二二六）
と翌安貞元年に、新見荘には預所、
田所がいて、特に「田所忠国」は正地頭・地頭代と対立しなが 勧農に励み、在家苧綿は「本自預所得分内」であるなどと田所が述べて ることからみても
）11
（
、新見荘は最勝光院を本家とする荘園として、地頭の侵略に脅
威を感じながらも、存続し続け、文永に下地中分で半分を失ったが、半分は寺領として残ったことがわかる。しかし小槻氏の信尊が三名などの下地を契約し 相手は 新見氏であったことにもみられるように、地頭方からの侵略は南北朝期に さかんになされた。地頭 氏 背後には寺家奉行飯尾氏がい からである
）11
（
。
　
以上述べたように、最勝光院領新見荘は鎌倉初期、最勝光院の焼亡や再建という災害にあいつつも、寺領と
して存続したこと、そのころから新見荘には預所などの荘官がいたが、地頭も設置されていたことがわか 。承久乱後の新補地頭であろう。その地頭からの侵略にさらされた新見荘は 文永八年ごろついに下地中分されるが、残る最勝光院領は西方として存続し、正中二年
（一三二五）
の「最勝光院領荘園目録」に記載されるに至
ったと考える。鎌倉期の新見荘の本家職は最勝光院 、領家職は小槻家がもっていたこ もわか 。　
なお「開発領主」と小槻氏が述べる大中臣氏は下級官人であり、この大中臣氏から小槻氏は新見の地を寄進
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されたと三好千春はみている。寄進を受けた小槻隆職は行政実務に長けた中央の官人であり、平家一門にも重用されたという
）11
（
。小槻氏が新見荘の領家職を相伝できたのは、平家やその背後にあった後白河院との繋がりに
よるものであろう。一方大中臣氏の一族は鎌倉期を通じて新見荘に在荘していたものと考えられる。その証拠に大中臣辰一丸とい 人物が建武元年
（一三三四）
最勝光院政所によって、 「領家方公文職」に補任されているか
らである
）11
（
。院政期に新見で開発に努め、小槻氏にこの地の領家職を寄進した大中臣氏は、鎌倉期、新見荘の荘
官として在地し続けていたのである。　
正中の目録に登場する周防国美和荘が最勝光院領となったのは、一二三〇年から八四年の間であるとされる
）1（
（
。
それに対して新見荘はそれ以前の一二二一年の六波羅施行状によって最勝光院領であることが確認されるので、やはり創建は建春門院が最勝光院を建立した時点であると考えるのが妥当であろう。
六
　
最勝光院執務職と新見荘の獲得
　
では肝心の最勝光院という御願寺の執務職はどのような経過を経て東寺のものとなったのであろうか。
　
後白河院には建春門院との間に高倉天皇が生まれ、その高倉の子 安徳と後鳥羽である。一方、後白河院と
高階栄子との間に生まれたのが宣陽門院である。後白河上皇 娘である宣陽門院は、東寺 対し、備前国鳥取荘の年貢や大和国平野殿荘などを寄進したこ は前述した。そして父後白河院 死の直前、膨大な長講堂領を譲られる。この長講堂領は鎌倉後期後深草院に伝領され、 伏見天 や光厳天皇など、持明院統の財産として引き継が こ については に詳しく述べる。　
後深草天皇の同母弟が亀山天皇であり、その子が後宇多天皇、孫が後醍醐天皇である。こちらの系統は大覚
（ 18 ） 263
寺統と称される。　
鎌倉最末期の正中三年
（嘉暦元・一三二六）
に、 「太政官牒」をもって最勝光院は東寺に付せられ
る
）11
（
。つまり最
勝光院の 務
（執務）
職が東寺に与えられたのである。なぜこのとき最勝光院は東寺に寄進されたのであろうか。
それは当時最勝光院が「仏閣礎残」という状態になっていたからである。どのような理由によるかわからないが、鎌倉末期に の建物はなくなり、基礎部分だけが残っていたので、御願をどこで修すべき という深刻な事態に陥っていたからである。そのため最勝光院の「浄業」つまり建春門院・高倉天皇の追善供養を、東寺西院で不断光明真言を修することによって継続すること た。前年の最勝光 荘園目録に、 「柳原」が「最勝光 敷地跡」とし 登場 は、このころ最勝光院の建物がなくなり、基礎のみが残る無惨な状態になっていたから あろう。 「柳原」は の後東寺領となり、戦国期まで東寺文書に姿を見せることになる。但し最勝光院の政所のみは寺院の姿が基礎のみになった段階でもしばらく存続したと考える。そ 証拠に最勝光院荘園目録を作成した「公文」大江氏 署名がこ 文書に って か である。このように建春門院 建立した最勝光院は、そ 夫である後白河院を経て後白河院の愛娘で、高階栄子を母とする宣陽門院が帰依し、宣陽門院の忌日の祈祷 も執り行う東寺 吸収されるこ になったの ある。こうして東寺では「本願」である建春門院と高倉院 供養と共に、宣陽門院の供養 執行 とな た。実質的な貢納が途絶えていた美和荘は、最勝光 に返され、この時東寺領に加えられたのである。　
最勝光院の寺務職以下を東寺に寄付するとの院宣は、この二年後の一三二八年に後深草院の孫にあたる後伏
見上皇からも出されてい
る
）11
（
。続いて元徳二年
（一三三〇）
、後醍醐天皇は美和荘の替えとして、新見荘を東寺の
所領としたのである
）11
（
。美和荘は先述のように鎌倉期に最勝光院領となった荘園である 、この年南都東北院に
与えられたので、同じく最勝光 領であった新見荘が後醍醐天皇の手によっ 東寺の所領として再確認された
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のである。こうして最勝光院執務職とその所領新見荘の両者が一三二六年と三〇年に、あいついで東寺のものとなったことがわかる。 領新見荘が東寺知行の 園であることは、後伏見上皇の子光厳上皇からも建武三年
（一三三六）
に院宣が出され確認されてい
る
）11
（
。このように、持明院統の二人の上皇から、また大覚寺統の
後醍醐天皇からも、つまり両統の天皇、 から最勝光院執務職と新見荘が東寺に寄付されている点が重要である。両統の院 天皇の権力によって東寺の最勝光院執務職管領と、新見荘領有権は保証されたのである。　
執務職と新見荘の東寺への寄付は、最勝光院という天皇家の御願寺がこの時点から東寺に付属する寺院とな
ったことを意味する。一三二六年の執務職の への移転により、最勝光院がそれまで建っていた場所であ柳原は東寺領に編入され、最勝光院政所は東寺寺内に吸収された 思われる。政所はその後 四八 ごろまで存在した形跡がある。そ は、最勝光院政所の裁許状があるからである
）11
（
。しかしその後は「最勝光院評定引
付」として文書が残っているので 政所は姿を消し、最勝光院方は東寺内部の一機関として室町戦国期を生き続ける。最勝光院方の荘園は明応段階に ると新見荘と柳原 みとなったが、引付は天正二年まで断続的に残っている。　
執務職と新見荘の東寺への編入に加えて、元弘三年
（一三三三）
新見荘の地頭職が大山荘・太良荘のそれと共
に後醍醐天皇によって東寺に寄進された
）11
（
。こうして新見荘の西方では、本家職と地頭職が東寺の手に集まるこ
ととなり、一円荘園への展望が開け 。その後領家職が東寺 手に渡るのは、明徳元年
（一三九〇）
であったこ
とは、前述の通りである。　
こうして東寺は南北朝期から室町初期にかけてという時期に、最勝光院執務職を獲得し、その所領であった
新見荘を寄進され、その上に地頭職を寄付されて本家職と地頭職を併せ持ち、さらにその上に小槻氏 領家職を寄付されたので、一円領主として新見荘と の地に臨む条件を獲得したのであった。こうした諸権利の
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獲得には院宣と綸旨が不可欠であり、東寺は鎌倉後期以来、両統から院宣や綸旨を賜っていたことが、東寺の一円知行権確立の源泉であったことがよくわかる。
七
　
柳原の支配
　
最勝光院が建春門院によって建立されたことは先に見た。法性寺敷地に接して建てられたことも述べた。こ
の最勝光院は一二二六年の焼亡と翌年の再建のあと、一三二六には最勝光院の建物は再びなくなっていた。建物のあとは基礎のみが残っていたこ が、 「最勝光院領荘園目録」 見えることは前述した。最勝光院敷地跡は「柳原」 呼ばれた。同じ文書に「公文」大江氏が登場するので、寺院 なくなったが、寺院組織は残いたと推測した。そのため建春門院と高倉天皇の追善供養を続け 職務を担う執務職が、東寺に寄付されたのであろう。そして最勝光院がかつて姿を見せていた土地 柳原」は東寺に寄進され、新見荘 共に末永く東寺内の最勝光院方の管轄地となっ のである。　
現在京都市東山区に「一橋野本町、一橋宮ノ内町」がある。京都駅の東で、鴨川を東へ渡る鉄橋の東の地域
である。今熊野はこの地域 東の、山にまでに広がる広い地域の呼び名である。もう少し南へ行くと東福寺がある。このあたりは「法性寺柳原」とも呼ばれたという 宮は法性寺 院御所を指し、一橋は文明一四年
（一
四八三）
から長享二年
（一四八八）
にかけて、検封や新開で東福寺と対立することがあった
が
）11
（
、その舞台になった
一橋であろう 以上の地名比定から、 は現在 一橋野本町、宮ノ内町の部分を中心とする地域 東は今熊野に部分的に掛かっていた はないかと推測する。　
室町期、東寺最勝光院方は柳原に代官を置き、夏と冬に地子銭などを取っていた
）11
（
。柳原の地下人は京都の住
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民であるので、新見荘の住人とは多少趣を異にしており、百姓もいたが、茶屋や桧物屋、散所など、さまざまな都市住民が名を連ねている
）11
（
。東寺の柳原支配は、新見荘より早く終わったようで、柳原に関する引付の記載
は、永正七年
（一五一〇）
をもって終わっている。
おわりに
　
最勝光院の創建と退転、備中国新見荘の最勝光院領から東寺領への移転の時点には、どのような事態が生じ
たのか、これらの変化の推進力となったものは何か、について検討してきた。新見荘の本家職や地頭職が東寺に寄進されたのは、院宣や綸旨によってであり 最勝光院の創建やその所領の確保・継承も女院や院の力に依っていることがわかった。改めて御願寺の創建と継承、追善供養を継承するため 料所の設置と維持に、院宣・綸旨の威力が時代の流 を越えて継承されてい ことが知られた。　
新見荘が東寺の一円領となる前には、鎌倉期に盛んに武士の下地侵略があり、その結果文永期に下地中分が
なされたことは事実であり、一円領となった当初からも新見氏や多治部氏という国人層、それに細川氏家臣や伊勢氏の家臣というさまざまな武士階級から、新見荘の代官職 狙われたこと、こ した動向に対して荘民は直務代官の下向を願 、武家支配に対して土一揆を起こしてまで対抗したことは 前著で詳しく述べた
）1（
（
。
　
室町戦国期の新見荘の三職・地下人が希求した直務の淵源は 東寺が最勝光院執務職と新見荘の本家職と地
頭職を院宣と綸旨によって安堵され、そ 上に領家職を小槻氏から獲得した に基づく。新見荘 鎌倉後期まで最勝光 領だったからである。東寺の一円領主として 立場を確立させた最も重要な契機は院や女院の院宣、天皇の綸旨であったから、東寺は院宣・綸旨 それに附随して出された室町将軍家の施行状などを重書と
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して大切に保管し、時に応じて案文を作り、訴訟時に提出したのである。まさに東寺の荘園領有権は院宣や綸旨に拠って確立していたのであり、新見荘の住民の直務希求は、こうした院宣・綸旨に根拠があるからこそ、彼らの負担軽減要求と重ねて、東寺の一円支配
（直務支配）
を望んだのである。
　
最後に東寺に弓削島荘や太良荘、平野殿荘などを寄進した宣陽門院に触れておきたい。宣陽門院は、後白河
上皇の第六皇女として養和元年
（一一八一）
に生まれた。母は丹後局高階栄子である。九歳のとき内親王の宣下
あり、名を覲子
（きんし）
と賜った。また同じ日に准三宮宣下を蒙っている。十一歳の年
（建久二年・一一九一）
院
号宣下あり、宣陽門院と呼ばれることとなった。この女院は仏教特に真言宗に帰依したとされ
）11
（
、二五歳の文久
二年
（一二〇五）
、出家を遂げてい
る
）11
（
。母丹後局共ども後白河法皇に寵愛された人である。院号宣下の翌建久三
年
（一一九二）
、後白河法皇が亡くなるにあたり、膨大な長講堂領荘園を譲られている。長講堂領は一七三箇所
にも及ぶ荘園・京中の地と十一の御願寺からなる大所領群で、そ 中に女院自身の所領である「宣陽門院所領目録」に記載された八九箇所 荘園と十の御願寺社が含まれる。特に「宣陽門 所領目録」については、旧来貞応三年
（一二二四）
に作成されたとされていたが、先述のように建長五年
（一二五一）
ごろの作成と考えられるよ
うになった。女院の亡くなる直前に書かれた文書であ たことがわかった。また目録が一二五一年に書かれたとすれば、承久の乱後三十 を経ても女院領は厖大なものであったことが示されている。したがってこれらの女院領は幕府から「返還」された所領 るいは没収され かった所領であったことになる。法皇の死後、源頼朝一家が京に来たが、そ とき二度も頼朝は宣陽門院の邸宅を訪れ、長講堂領のうち七箇所のことなどにつき協議している
）11
（
。宣陽門院の母丹後局は頼朝・政子が京で頼った朝廷側の実力者であったので、丹後局を六波羅
に招いて交友関係を暖めるほか、宣陽門院に 近づいたのであろう。　
宣陽門院の院司となったのは源通親である。通親はこのころ丹後局と共に、親幕府派となった九条兼実らに
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対抗していたので、宣陽門院は通親らの拠点として政治的に注目を集めていた。頼朝が二度もここを訪れた理由が読み取れよう。　
出家後の宣陽門院の邸宅は、承元二年
（一二〇八）
閏四月の「洛中焼亡」により焼けている。この火災は東洞
院から朱雀までの五条から七条までが焼けるという大火であり、女院の邸宅の他、坊門家の旧邸なども焼失した
）11
（
。女院二十八歳 時のことである。
　
宣陽門院はその後、嘉禎四年
（一二三八）
五月、仁和寺出身の東寺長者菩提院行遍から伝法灌頂を受けたこと
で東寺との関係をより強める。それは、行遍の師 女院の異母兄仁和寺御室道法法親王であったためでもある。女院はまた先述のように、父から膨大な長講堂領を相続した で、そこからの収入で暮らし、近衛家実の娘長子を養女として後堀河天皇 入内させている。この人がのち中宮になった鷹司院である。寛元四年
（一二四六）
後深草天皇が即位すると、宣陽門院は鷹司院に所領を伝 させる。これは先 「宣陽門院所領目録」 約百箇所の所領にあたる 考え 。この所領群 女院一期 後は後深草に譲ることが予定され いた。その後後嵯峨から へと長講堂領は男性天皇に伝領され、鷹司院は上西門院領を伝領するという取 決めも交わされている。こうして膨大な長講堂領は持明院統に伝えられ、室町期に 崇光、後花園天皇 手へ 渡 のである。　
大きな所領群を所持する宣陽門院は、寺院にも多く 所領を寄進した。特に自身が帰依する真言宗の寺であ
る高野山蓮華乗院へ阿波国宍昨荘を、東寺には平野殿荘、弓削嶋荘、太良荘などを寄進した。それらは東寺の供僧料所となり、東寺の法会執行を支え続けるのである
）11
（
。
　
橋本初子は東寺では平安以来「灌頂院御影供」が行われていたが、それとは別に御影堂において延応二年
（一二四〇）
三月二一日から「弘法大師御影供」つまり「西院御影供」がはじまる条件を整えたのは、 「宣陽門院
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御願」と「行遍申沙汰」
（差配）
であったと述べてい
る
）11
（
。宣陽門院と彼女に灌頂を授けた行遍の、二人の東寺に
対する功績の大きさが知られる。　
平野殿荘は田数九町六反三二〇歩の小さな荘園であるが、宣陽門院が仁和寺行遍に秘密伝授の賞としてその
領家職を与えた。行遍は東寺の一長者でもあったので、東寺に領家職が寄進され、本家職は女院から後深草院に譲られたという。のち本家職も領家職も東寺に集められ ここも東寺の一円荘園になっている。　
平野殿荘の雑掌や住民の申状によれば、正応年間から永仁年間にかけて、周辺の一乗院家領との相論や悪党
の横暴にさらさ き「当荘は宣陽門院御寄進の地」であることを最大の論拠にしている
）11
（
。宣陽門院は一二
五二年になくなっていたが、一三世紀の終わりのこのころでも、行遍の名は見えず、女院の寄進地であることが「東寺無双の料所」であることを強力に支えていた とがわかる。　
このように院や女院の御願寺建立や所領寄進は、寺院所領の成立と維持、一円化に対する最大の保証となっ
たのであり、鎌倉室町期を通じ 将軍家など武家 保証にはるかに優越す も あったことがわかる。また荘園に住む人々は、荘園寄進者の意図とは別の考えを持っており、松浦荘のように「御勢を募らん ために」という、院や女院の権威をあてにして自ら保留した職を守ろうというものではなく、住民の意識は女院や院、また天皇の寄進という事実こそが、荘園 一円領主たること 保証するという意識で 。これら最高権力によって保証された東寺領であってこそ、東寺の直接支配―直務が成り立つ 論理が、中世に寺家と住民の両者の間で形作ら 考える。
註（
（）	
永原慶二『日本中世社会構造の研究』岩波書店、一九七三年。
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（
（）	
宮内庁書陵部蔵。案文は『東寺百合文書』ゆにある。
（
（）	
『東寺文書』御。
（
（）	
『東寺百合 サ 以下百合文書は『百合サ』のように記す。
（
（）	
『吉記』 （ 『新訂吉記本文編』一、和泉書店、二〇〇二年） 。
（
（）	
『国史大辞典』の「最勝光院領」の項 （上島有氏執筆） （吉川弘文館、一九八五年） 。
（
（）	
『吉記』注 （
（） 参照。
（
（）	
『新訂増補 系吾妻鏡』吉川弘文館、一九八九年。
（
（）	
『吾妻鏡』文治二年三月十三日条。
（
（0）	
『図書寮叢刊九条家本玉葉』一、二 （宮内庁書陵部、 九 四・五年） 、及び『新訂増補国史大系十一日本紀略後
編・百錬抄』 （黒板勝美編輯、吉川弘文館、一九二九年） 。
（
（（）	
『百錬抄』注 （
（0） 参照。
（
（（）	
『玉葉』注 （
（0） 承安二年十月九日、十一月二十七日条など。
（
（（）	
『明月記』嘉禄二年六月五日条 （国書刊行会、一九九〇年） 。
（
（（）	
注 （
（（） に同じ。
（
（（）	
『百錬抄』注 （
（0） 参照。
（
（（）	
注 （
（（） に同じ。
（
（（）	
『東宝記』 （ 『続々群書類従第十二』 、国書刊行会編、続群書類従完成会、一九七八年） 。
（
（（）	
注 （
（） に同じ。
（
（（）	
『吉記』承安四年二月二十六日条。
（
（0）	
「島田文書」 ・ 『鎌倉遺文』三二七四号。なおこの「宣陽門院所領目録」について、布谷陽子は「宣陽門院伝領の一
側面」において、作成年代を通説の貞応三年より二七年引き下げ、建長三年 （一二五一） 正月以降宣陽門院が没する建
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長四年六月までに作成されたもの、と推定している。本稿では布谷の年代比定に依拠した （布谷陽子「宣陽門院伝領の一側面」 『歴史』一〇〇号、二〇〇三年） 。
（
（（）	
『百合フ』 。
（
（（）	
『鎌倉遺文』一八六五七、二九四四〇号など。
（
（（）	
文永二年のことである （ 『鎌倉遺文』九三一八号） 。
（
（（）	
『百合甲号外』 。
（
（（）	
『百合千字文』 。
（
（（）	
注 （
（0） 参照。なお松浦荘の領主である「三位局」を、布谷は浄土寺三位局顕蓮 （丹後局の娘） であるとしている。
筆者もこの説に賛同する。
（
（（）	
注 （
（） に同じ。
（
（（）	
「石志文書」 （瀬野精一郎編『松浦党関係史料集』第一所収、続群書類従完成会、一九九六年） 。
（
（（）	
『百合ミ、コ』 。
（
（0）	
『百合ミ』 。
（
（（）	
『百合る』 。
（
（（）	
『百合ゐ』 。
（
（（）	
『百合る』 。
（
（（）	
注 （
（（） に同じ。
（
（（）	
『百合ゆ、る』 。
（
（（）	
『百合さ』 。
（
（（）	
『百合ウ』 。
（
（（）	
『百合る』 。
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（
（（）	
田端泰子監修、新見庄ロマンの里づくり実行委員会編集『珠玉の荘園「新見庄」 』備北民報株式会社、二〇一一年。
（
（0）	
『百合さ』 。
（
（（）	
『山口県史通史編中世』 （山口県、二〇一二年） 。
（
（（）	
『鎌倉遺文』二九四四〇号。
（
（（）	
『百合ナ』 。
（
（（）	
『百合ナ』など。
（
（（）	
『百合こ』 。
（
（（）	
『百合さ』 。
（
（（）	
『百合ヒ』 。
（
（（）	
『百合け』 。
（
（（）	
『百合る、ひ、け など
（
（0）	
『百合け』 。
（
（（）	
拙稿「中世後期の農民闘争と国人領主制―備中国新見荘を中心として―」 （ 「日本史研究」九九号、一九六八年） 、
拙著『中世村落の構造と領主制』オンデマンド版、法政大学出版局、二〇〇五年） 。
（
（（）	
橋本初子『中世東寺と弘法大師信仰』 （思文閣出版、一九九〇年） 。
（
（（）	
『明月記』 （前掲） 元久二年十一月八日条。
（
（（）	
『吾妻鏡』 （前掲） 建久六年三月 六日、四月二十一日条。
（
（（）	
『吾妻鏡』 （前掲） 承元二年閏四月二 五 条。
（
（（）	
『百合マ』 、 『鎌倉遺文』七八七 号。
（
（（）	
注 （
（（） 書。
（
（（）	
『鎌倉遺文』一六八四二、一九七三二号など。
